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●第61回十日町雪まつり
●こちら市役所窓口です
●協働のまちづくりフォーラム2010
●後期高齢者医療／下水道
●サケの稚魚市民環境放流／JR問題市民説明会 ほか
●雪の国のおはなし④
●地域の風～支所からのたより～
●ときめきネットワーク／元気予報 ほか
●まちの話題TOPICS／観光交流都市
●お知らせ・ガイド
●ジュニア芸術祭 －千手小学校－

　冬の一大行事、十日町雪まつり。コミュニティひろば（十
日町高校グラウンド）内の特設会場で行われる雪上茶席は、
毎年行列ができる人気のイベントです。訪れた皆さんは、
華やかな着物姿の女性や子どもから抹茶を受け取り、真っ
白な雪の日本庭園でみやびな一服を楽しみました。

　冬の一大行事、十日町雪まつり。コミュニティひろば（十
日町高校グラウンド）内の特設会場で行われる雪上茶席は、
毎年行列ができる人気のイベントです。訪れた皆さんは、
華やかな着物姿の女性や子どもから抹茶を受け取り、真っ
白な雪の日本庭園でみやびな一服を楽しみました。

　冬の一大行事、十日町雪まつり。コミュニティひろば（十　冬の一大行事、十日町雪まつり。コミュニティひろば（十　冬の一大行事、十日町雪まつり。コミュニティひろば（十　冬の一大行事、十日町雪まつり。コミュニティひろば（十
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雪
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト

ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
コ
ン
テ
ス
ト

雪
ま
つ
り
協
賛
イ
ベ
ン
ト

　
20
日
㈯
に
開
催
さ
れ
た
、
十
日
町
雪
ま

つ
り
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
「
雪
上
カ
ー
ニ

バ
ル
」
に
は
、
延
べ
３
０
、
０
０
０
人
が

入
場
し
ま
し
た
。「
未
来
へ
つ
な
ぐ
愛
の

炎
２
」
と
題
し
た
雪
の
舞
台
は
、
県
鳥
ト

キ
と
信
濃
川
を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
、
国
宝
火
焔
型
土
器
を
表
現
し
た
テ
ラ

ス
に
は
炎
が
と
も
さ
れ
ま
し
た
。

　
司
会
を
務
め
た
コ
コ
リ
コ
遠
藤
さ
ん
の

軽
妙
な
ト
ー
ク
に
会
場
は
ヒ
ー
ト
ア
ッ

　
２
月
19
日
㈮
か
ら
21
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た
、
第
61
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
。
天
候
に
大
き
な
乱
れ

が
な
く
、
首
都
圏
を
中
心
に
展
開
し
た
広
報
宣
伝
活
動
が
功
を
奏
し
た
こ
と
や
期
間
中
ま
ん
べ
ん

な
く
集
客
力
の
あ
る
ゲ
ス
ト
出
演
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
前
回
を
上
回
る
延

べ
31
万
５
、
０
０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
前
回
の
記
録
的
な
少
雪
の
中
で
の
開
催
と

は
打
�
て
変
わ
�
て
の
雪
ま
つ
り
。
市
内
に
は
多
く
の
雪
だ
る
ま
が
作
ら
れ
る
な
ど
歓
迎
ム
ー
ド

を
演
出
し
て
の
開
催
に
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
雪
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

プ
。
地
元
か
ら
は
、
十
日
町
小
学
校
児
童

と
Ｄ
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｙ
Ｓ
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
繭
の

会
が
き
も
の
シ
�
ー
を
熱
演
。
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
吉
田
沙
保
里

さ
ん
や
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
に
ペ
ナ
ル

テ
ィ
が
登
場
す
る
な
ど
華
や
か
な
演
出
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
渡
辺
美
里
さ
ん
の

ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
数
々
の
名
曲
に

会
場
の
観
客
は
魅
了
さ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

の
壮
大
な
雪
花
火
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
雪
ま
つ
り
に
は
、
J
R
東
日
本

と
北
越
急
行
の
協
力
に
よ
り
、
首
都
圏
や

長
野
、
上
越
、
新
潟
か
ら
計
６
本
の
雪
ま

つ
り
臨
時
列
車
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。
臨

時
列
車
の
到
着
に
合
わ
せ
て
ミ
ス
十
日
町

雪
ま
つ
り
な
ど
が
来
訪
客
を
出
迎
え
、
地

元
産
品
を
ふ
る
ま
い
歓
迎
し
ま
し
た
。

臨
時
列
車
で
雪
ま
つ
り

大
盛
況
の

　
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル

　
19
日
午
後
６
時
30
分
か
ら
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
�
ス
テ
�
バ
ル
を
皮
切
り
に
雪
ま
つ
り
は

開
幕
。
20
日
に
は
ミ
ス
交
流
を
し
て
い
る
横
浜
観
光
親
善
大
使
と
い
ぶ
す
き
花
の
女
王
の
皆

さ
ん
を
歓
迎
す
る
ウ
�
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
21
日
に
は
郷
土
芸
能
と
民

謡
の
祭
典
や
ツ
マ
リ
ア
ン
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、
コ
ミ
�
ニ
テ
�
ひ
ろ
ば
を
中
心

に
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　３日間にわたる十日町雪まつりの開幕を告げ
る、オープニングフェスティバルにはたくさん
の人が訪れました。

　ウェルカムセレモニーで横浜観光親善大使と
いぶすき花の女王を歓迎する、ミス十日町雪ま
つりと雪まつりキャラクターのネージュくん。

　十日町発祥の雪上スポーツ、ツマリアンボー
ル選手権大会には55組約300人がエントリー。
白熱した試合が繰り広げられました。

　郷土文化の薫り高い「郷土芸能と民謡の祭
典」。市内の７団体約150人が出演し、うたや踊
りを披露しました。

　
21
日
に
ク
ロ
ス
10
で
行
わ
れ
た
第
29
回

ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
コ
ン
テ
ス
ト
。
本

選
会
に
出
場
し
た
16
人
の
中
か
ら
、
３
人

の
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

今
井
美
穂
さ
ん
（
見
附
市
・
20
歳
）

�

こ

れ
か
ら
十
日
町
市
の
こ
と
を
勉
強
し
て
市

外
の
人
に
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

金
子
彩
花
さ
ん
（
上
越
市
・
22
歳
）

�

コ

ン
テ
ス
ト
の
た
め
に
家
族
が
応
援
し
て
く

れ
ま
し
た
。
選
ば
れ
て
光
栄
で
す
。

村
山
裕
美
さ
ん
（
水
沢
・
23
歳
）

�

若
い

人
が
着
物
を
着
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、

も
っ
と
着
て
も
ら
え
る
よ
う
に
P
R
し
て

い
き
た
い
。

右からミス十日町雪まつりの今井さん、金子さん、村山さん

　21日にキナーレで開催されたサウンドスプラ
ッシュウィンターステージには「ヒルクライム」
をはじめ、県内出身の人気アーティストが集結。
会場に入れない人が出るほどの盛況ぶりでした。

　雪まつり恒例となったライブイベント、豪雪
JAM。雪上カーニバル翌日の21日、雪上ステージ
で音楽イベントが開催されました。

白い愛の祭典
現代雪まつり発祥の地

開催第61回

白い愛の祭典白い愛の祭典
現代雪まつり発祥の地現代雪まつり発祥の地

第61回十日町雪まつり
白い愛の祭典
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十日町市議会議長賞
「あ！鮭だ」

（上新田青壮年会）

十日町市観光協会長賞
「四神伝」
（本町１丁目四区合同）

十日町市商店街振興組合連合会長賞
「そっけなんいらね！」

（三春会）

十日町市文化協会連合会長賞
「春の晋請『ドウゴ引き』」

（美佐島駅雪まつり実行委員会）

十日町青年会議所理事長賞
「拓く」

（学校町１丁目町内会）

地元新聞社賞
「もどってこいよ！」

（高田町１丁目商店街振興組合）

審査員賞
「赤倉神楽 獅子と天狗の大立ち回り」

（赤倉雪まつり実行委員会）

審査員賞
「えっ！虎が本当に･･･」

（川治内後町内会）

十日町農業協同組合会長賞
「ＴＲＹ！ＴＲＹ！ＴＲＹ！」

（新和会）

新潟県建設業協会十日町支部長賞
「あのクモの彼方に」

（上新田いずみ会）

十日町ライオンズクラブ賞
「We are the wor ld」

（田麦有志と日本大学芸術学部）

十日町平成ライオンズクラブ賞
「共生の舞い」

（愛ing下条）

ほくほく線賞
「夢の中へ」

（関浅四季の会）

三国コカ・コーラボトリング賞
「いいスタートをきろう十日町」

（下条本町青壮年会）

十日町商工会議所会頭賞
「わくわくビックリサンダーマウンテン」

（城之古青年会）

十日町織物工業協同組合理事長賞
「十日町の新しい響 パイレンツオブカリブ海」

（本町７丁目 三和町 町内会）

十日町ロータリークラブ賞
「一休さん」

（のぞみの郷 新墾会）

十日町北ロータリークラブ賞
「大江山の鬼退治・酒呑童子伝説」

（北新会with新田イベント研究所）

キリンビール賞
「『日本を洗たくして候』」

（あてま有志の会）

十日町地域森林組合長賞
「毘沙門天」

（晒青会）

十日町市長賞
「愛･･ゆめ」

（水沢雪まつり会）

十日町市長賞
「ディープ・オーシャン～雪蒼海遊覧～」
（アウト・ドア・ファミリー４クラブ）

 雪まつりの原点「雪の芸術展」には、芸術部門

35点、特別部門15点、学童部門16点の計66点が

出展されました。芸術部門に入賞した22作品を

紹介します。

 今年の特別表彰は下記の７団体です。 雪の

芸術作品展

純白の造型美
第61回十日町雪まつり
白い愛の祭典

特
別
表
彰
受
賞
団
体

５年連続表彰
川治内後町内会
川治下妻会
田麦有志と日本大学芸術学部

10年連続表彰 北新会with新田イベント研究所

15年参加表彰
本町７丁目 三和町 町内会
学校町１丁目町内会

30年参加表彰 上新田いずみ会
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば

市
役
所
窓
口

こちら

です

印
鑑
登
録
証
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行

 

年
度
末
は

 

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

 

届
出
は
お
早
め
に

　
今
年
も
就
職
・
転
勤
・
進
学
な
ど
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
転
出
日
・
転
出
先
が

決
ま
�
た
ら
、
早
め
に
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
の
異
動
の
期
間
、
市
で
は

一
部
の
窓
口
業
務
を
延
長
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
証
明
書
は
、
本
庁
で
は
土
・
日
曜
日
の
午
前
中
、
情
報
館
で
は
土
・
日

曜
日
と
祝
日
に
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
平
日
は
本
町
分
庁
舎
で
も
証
明
書
を
発
行
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
３
月
・
４
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま

す
。
証
明
書
の
発
行
に
時
間
が
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

特
に
、
休
日
の
前
後
や
昼
休
み
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ほ
か
の
時
間
を
利
用
す

る
と
、
待
ち
時
間
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

 

本
庁
の
窓
口
業
務
を

 

延
長
し
ま
す

 

延
長
窓
口
の
業
務
内
容

❶
戸
籍
事
務

❷
住
民
基
本
台
帳
事
務

❸
印
鑑
証
明
書
発
行
事
務

❹
自
動
車
臨
時
運
行
許
可
事
務

❺
外
国
人
登
録
事
務

❻
国
民
年
金
関
係
用
務

❼
国
民
健
康
保
険
関
係
用
務

　
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
事
務
及

び
公
的
個
人
認
証
（
電
子
証
明
取

得
）
事
務
は
延
長
し
ま
せ
ん
。
午

後
５
時
ま
で
に
窓
口
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

注　　意

 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の

 

証
明
書
発
行

問合せ

市
民
生
活
課
市
民
係

☎
７
５
７
―
３
１
１
６

戸籍や住民票などの請求時に
本人確認を行っています

　戸籍法及び住民基本台帳法の改正によ

り、戸籍や住民票などの請求時に本人確認

を行っています。申請する場合は、免許証

や住基カード（写真付き）などの本人確認

書類をお持ちください。詳細は、市民生活

課市民係へ問い合わせてください。

　
延
長
窓
口
で
は
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

出
生
届
、
死
亡
届
、
婚
姻
届
、
離
婚
届
の

受
付
、
戸
籍
・
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
証
明

書
の
発
行
な
ど

児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
及
び
国
民
年

金
の
各
種
請
求
な
ど
の
受
付

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
申
請
な
ど
の
受

付◆
市
役
所
本
庁
市
民
生
活
課

　
土
・
日
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

※
住
所
異
動
・
印
鑑
登
録
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
受
付
と
電
子

　
証
明
取
得
事
務
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
３
月
23
日
㈫
〜
４
月
９
日
㈮
の
間
、
次

の
❶
〜
❼
の
業
務
の
窓
口
を
午
後
７
時
ま

で
延
長
し
ま
す
。
延
長
時
間
中
は
、
対
応

す
る
職
員
が
少
な
く
な
る
た
め
、
お
待
た

せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

◆
情
報
館

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
前
９
時
30
分

　
〜
午
後
５
時

　（
平
日
は
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
）

　
◎
発
行
で
き
る
証
明
書

　
・
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
（
謄
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　︻
１
通
４
５
０
円
︼

　
・
戸
籍
個
人
事
項
証
明
書
（
抄
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　︻
１
通
４
５
０
円
︼

　
・
住
民
票
の
写
し
　︻
１
通
３
０
０
円
︼

　
・
印
鑑
登
録
証
明
書︻
１
通
３
０
０
円
︼

※
印
鑑
登
録
証
明
書
を
請
求
す
る
人
は
、

　
必
ず
印
鑑
登
録
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

　
い
。
登
録
印
が
あ
っ
て
も
印
鑑
登
録
証

　
の
提
示
が
な
い
と
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

転
入
・
転
出
・
転
居
届
、
世
帯
主
変
更
届

の
受
付
、
住
民
票
の
写
し
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
発
行
な
ど

　
市
内
最
大
の
「
コ
ミ
�
ニ
テ
�
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
３
日
間
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
会
場
内
に
飲
食
・
物
産
ブ
ー
ス
が
立
ち
並
び
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
か
ら
始
め
た
福
雪
だ
る
ま
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
思
い
思
い
に
作
�
た

雪
だ
る
ま
に
願
い
ご
と
を
書
い
た
小
旗
を
張
�
て
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　釣り堀や巨大滑り台など子どもから
大人まで楽しめる遊びがいっぱい！

　十日町青年会議所主催によるよさこ
いソーラン。西小学校の児童たちが練
習の成果を披露しました。

　﹁
は
く
ぶ
つ
か
ん
ひ
ろ
ば
﹂
で
は
、
来

訪
客
に
古
代
復
元
住
居
で
縄
文
ク
ッ
キ
ー

や
ど
ん
ぐ
り
茶
を
ふ
る
ま
い
、
も
て
な
し

ま
し
た
。

　
今
年
も
に
ぎ
わ
っ
た
﹁
駅
前
イ
ベ
ン
ト

ひ
ろ
ば
﹂。
十
日
町
お
に
ぎ
り
軍
団
の
名

物
、
ス
ー
プ
お
に
ぎ
り
で
心
も
体
も
ぽ
っ

か
ぽ
か
。

　﹁
石
ぼ
と
け
ひ
ろ
ば
﹂
に
は
歌
手
の
竹

川
美
子
さ
ん
が
出
演
し
、
オ
リ
コ
ン
演
歌
・

歌
謡
曲
部
門
１
位
を
獲
得
し
た
、﹃
雪
の

十
日
町
﹄
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　﹁
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
ひ
ろ
ば
﹂
で
は
恒
例

の
﹁
雪
リ
ン
ピ
ッ
ク
in
あ
て
ま
﹂
が
開
催

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が
家
族
連
れ
で
参

加
し
ま
し
た
。

 市内には29のひろばが開設され、工夫を凝らし

たイベントや心温まるおもてなしで、来訪者を温か

く迎え入れました。
ひろばアラカ ルト

　
雪
ま
つ
り
期
間
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ

ろ
ば
の
一
角
を
埋
め
尽
く
し
た
雪
だ
る
ま

た
ち
。
第
38
回
の
雪
ま
つ
り
か
ら
始
ま
っ

た
﹃
雪
だ
る
ま
大
作
戦
﹄
は
、�
雪
だ
る

ま
を
作
っ
た
人
に
福
が
舞
い
込
む
よ
う

に
�
と
、
今
年
か
ら
﹃
福
雪
だ
る
ま
﹄
に

名
前
を
変
え
ま
し
た
。
十
日
町
青
年
会
議

所
福
雪
ひ
ろ
ば
班
の
岡
村
義
宏
チ
ー
フ

は
、「
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
雪
だ

る
ま
を
作
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
ね
。
街
中
で
も
よ
く
旗
を
見
か
け
ま
し

た
。
来
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て

ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

福
を
呼
ぶ

福
雪
だ
る
ま
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●
千
葉
県
大
網
白
里
町
で
不
動
産
管
理
会

社
経
営
。
社
員
30
人
、
年
商
５
億
。

●
﹁
地
域
の
企
業
と
し
て
地
域
課
題
の
解

決
を
目
指
す
の
は
当
然
の
こ
と
﹂
と
、
熱

心
に
社
会
貢
献
事
業
を
展
開
。

●
社
屋
を
開
放
し
て
の
学
童
保
育
に
始
ま

り
、
駅
や
道
路
の
清
掃
、
交
通
整
理
、
花

の
植
栽
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
・
カ

ル
チ
ャ
ー
教
室
・
コ
ミ
�
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
の
運
営
、
１
０
０
キ
ロ
歩
き
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、地
域
貢
献
は
１
３
０
以
上
。

　
私
た
ち
の
会
社
は
、
不
動
産
の
仲
介
や

建
築
、
土
地
建
物
の
管
理
な
ど
を
行
う
創

業
36
年
の
地
域
密
着
の
中
小
企
業
で
す
。

　
地
域
の
中
で
企
業
活
動
を
続
け
て
い
く

た
め
に
は
、
そ
の
地
域
が
い
ろ
ん
な
意
味

で
豊
か
に
な
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
社
員
と
と
も
に
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。そ
の
う
え
で
、

私
た
ち
の
会
社
を
選
ん
で
く
れ
る
お
客
さ

ん
が
ご
く
自
然
に
生
ま
れ
て
く
れ
た
ら
、

と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
不
動
産
業
だ
と
、
物
件
の

紹
介
を
す
る
た
め
に
チ
ラ
シ
を
ま
く
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
大
量
に
。
そ

れ
で
商
談
が
成
立
す
れ
ば
、
確
か
に
効
果

が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
で
も

そ
れ
は
、
１
人
か
２
人
の
た
め
に
は
重
要

な
情
報
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ

１
０
０
万
円
の
使
い
方

と
の
残
り
は
、
み
ん
な
ご
み
に
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
１
０
０
万
円
の
広
告
費
を
使
う
分
で
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
10
回
開
い
た
方
が
地
域
の

人
た
ち
に
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
も
喜
ん
で

も
ら
え
る
し
、
足
を
運
ん
で
く
れ
た
人
が

会
場
が
不
動
産
会
社
だ
と
知
っ
て
、
お
客

さ
ん
に
な
っ
て
く
れ
る
か
も
れ
ま
せ
ん
。

確
率
と
し
て
は
と
て
も
低
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
同
じ
お
金
を
使
う
な
ら
、
こ
の

方
が
生
き
た
使
い
方
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
広
告
的
な
手
法
も
使
っ
て

い
ま
す
。
で
も
そ
れ
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
や
農
業
体
験
、寄
席
や
コ
ン
サ
ー
ト
、

セ
ミ
ナ
ー
や
子
育
て
情
報
交
換
会
な
ど
、

私
た
ち
が
地
域
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

取
り
組
ん
で
い
る
地
域
活
動
の
情
報
を
メ

ー
ン
に
掲
載
し
、
不
動
産
情
報
は
裏
面
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、「
捨

て
ら
れ
な
い
情
報
紙
だ
」
と
、
地
域
の
人

た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
会
社
が
学
童
保
育
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
、
16
年
に
な
り
ま
す
。

最
初
は
、
社
員
の
子
連
れ
出
勤
を
受
け
入

れ
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
私
自
身
、

泣
い
て
い
や
が
る
子
ど
も
を
置
い
て
出
勤

し
て
も
、
後
ろ
髪
引
か
れ
る
思
い
で
仕
事

に
専
念
で
き
な
い
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。

　
み
ん
な
が
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
っ
て

も
、
１
日
中
ず
っ
と
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
し

て
い
る
わ
け
で
も
、
ず
っ
と
外
に
出
て
い

る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
空
い
た

時
間
、
空
く
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
と
気
が
つ

い
た
ん
で
す
。
だ
っ
た
ら
そ
れ
を
使
っ
て

み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
の
面
倒
を
み
て
み

よ
う
っ
て
始
め
た
ら
、
さ
ら
に
い
ろ
ん
な

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
も
い
ま
す
か
ら
床
で
は
い
は

い
し
ま
す
。
だ
か
ら
床
も
壁
も
机
も
み
ん

な
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
物
品
の
整
理
も
進
み
ま
す
。
毎
朝
１

時
間
を
か
け
て
清
掃
と
整
理
整
と
ん
に
あ

て
て
い
ま
す
。
ど
こ
を
動
か
し
て
も
ご
み

も
ほ
こ
り
も
出
な
い
環
境
が
保
た
れ
て
い

ま
す
。
机
も
、
引
き
出
し
の
な
い
木
製
の

テ
ー
ブ
ル
タ
イ
プ
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
で

十
分
な
ん
で
す
。
机
や
い
す
は
す
ぐ
に
片

付
け
ら
れ
る
し
、
10
分
で
コ
ン
サ
ー
ト
会

場
に
変
身
し
ま
す
。

　
社
員
の
子
ど
も
の
ほ
か
、
近
所
の
小
・

中
学
生
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
法
令
に

基
づ
か
な
い
学
童
保
育
で
す
か
ら
、
先
生

は
い
ま
せ
ん
。
１
回
５
０
０
円
の
給
料
を

払
っ
て
高
学
年
に
低
学
年
の
面
倒
を
み
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
も
含
め
、
多
い
と
き
は
60
人
く

ら
い
に
な
り
ま
す
。
お
や
つ
も
自
分
た
ち

で
作
り
、
社
員
に
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
社
会
性
や
き
ち
ん
と

し
た
生
活
習
慣
も
身
に
付
く
よ
う
で
す
。

大
人
た
ち
も
、
子
ど
も
の
見
て
い
る
前
で

す
か
ら
態
度
や
言
葉
遣
い
が
自
然
と
ソ
フ

ト
な
も
の
に
な
り
、
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
�
ン
向
上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
育
っ
た
子
が
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
な
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
も
、
地
域
も
、

会
社
も
幸
せ
に
な
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
実
際
、私
た
ち
の
会
社
に
は
、

こ
こ
の
卒
業
生
が
２
人
、
社
員
と
し
て
働

い
て
い
ま
す
。

　
社
員
の
健
康
維
持
の
た
め
に
始
め
た
社

員
食
堂
を
市
民
に
も
開
放
し
て
い
ま
す
。

シ
ェ
フ
は
近
所
の
主
婦
な
ど
で
、
シ
ェ
フ

も
料
理
も
日
替
わ
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
同
士
の
交
流

の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
気
が
つ
い
た
ら
始
め
る
」
と
い
う
こ

と
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、駅
や
道
路
、

海
岸
な
ど
の
清
掃
で
す
。
ご
み
が
落
ち
て

い
た
ら
、
行
政
や
業
者
に
苦
情
を
言
う
前

に
拾
っ
て
し
ま
え
ば
い
い
ん
で
す
。
土
手

が
草
ぼ
う
ぼ
う
だ
っ
た
ら
、
刈
っ
て
花
を

植
え
て
し
ま
う
ん
で
す
。
隣
の
外
食
店
の

店
長
さ
ん
に
声
か
け
を
し
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
今
は
１
０
０
を
超
え
る
事
業
所
の

皆
さ
ん
が
駅
や
道
路
、
海
岸
の
清
掃
活
動

に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

　
現
代
は
、「
許
可
病
」
に
か
か
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
駅
前
が
い
つ
も
渋
滞
す

る
の
で
、有
志
で
交
通
整
理
を
始
め
た
ら
、

「
何
の
権
限
が
あ
る
ん
だ
」「
許
可
は
と
っ

た
の
か
」と
い
つ
も
言
わ
れ
ま
し
た
。「
必

要
だ
か
ら
」「
目
の
前
に
課
題
が
あ
る
か

ら
」
と
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
か
ら
感
謝
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
会
社
の
お
客
さ
ん
に
も
な

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
で
は
、
感
謝
こ
そ

さ
れ
、
苦
情
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
課
題
や
問
題
を
政
治
や
役
所
や
だ
れ
か

の
せ
い
に
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
責

任
で
や
っ
て
い
く
と
、
や
れ
る
こ
と
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。そ
う
す
る
と
、

「
だ
れ
か
が
や
っ
て
く
れ
な
い
」
と
イ
ラ

イ
ラ
す
る
こ
と
も
、
ス
ト
レ
ス
も
な
く
な

っ
て
い
く
か
ら
不
思
議
で
す
。

　
何
よ
り
も
、
自
分
た
ち
で
ま
ち
を
つ
く

っ
て
い
く
喜
び
が
あ
り
ま
す
。「
気
づ
い

た
ら
始
め
る
」。
そ
れ
が
ま
ち
づ
く
り
の

原
点
だ
と
思
い
ま
す
。

学
童
保
育
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン

気
づ
い
た
ら
始
め
る

﹁
許
可
病
﹂
か
ら
抜
け
出
そ
う

●
ま
ち
づ
く
り
講
演

　
い
ま
地
域
活
動
が
利
益
を
生
む

　
　

 

～
企
業
経
営
と
社
会
貢
献
の
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
～ 

  

講
師 

大
里
綜
合
管
理
㈱
代
表
取
締
役
社
長
　
野と

こ

ろ老 

真
理
子
　
氏

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
㉓

 ２月28日㈰、市民会館ホールで「協働のまちづくりフォーラム2010」が

開催され、地域活動団体関係者や一般市民、市議会議員、市職員など約200

人が、講演や協働のまちづくりモデル事業の実践報告などをとおして意見交

換をしました。今後は、本年度の成果をもとに、モデル事業の再構築や市民

活動の連携の推進、市民活動を支援するための組織や拠点のあり方などを検

討していきます。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム　

 

開
催

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

 

開
催

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　開
催

２０１０２０１０

�
つ
な
が
り
か
ら
広
が
り
へ
�

協働のまちづくり情報� 協働のまちづくりフォーラム
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協働のまちづくり情報� 協働のまちづくりフォーラム

１
大
地
の
芸
術
祭
地
域
お
も
て
な
し
事
業

〈
発
表
〉

樋
口
道
子
さ
ん（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）

　
こ
の
事
業
は
、
芸
術
祭
の
来
訪
者
に
対

し
て
、
個
性
あ
ふ
れ
る
お
も
て
な
し
活
動

を
進
め
る
た
め
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ア
イ
デ
ア
提
案
型
の
「
地
域
お
も
て
な

し
事
業
補
助
金
」
制
度
を
、
大
地
の
芸
術

祭
実
行
委
員
会
と
い
っ
し
ょ
に
立
ち
上
げ

て
実
施
し
ま
し
た
。
６
月
に
「
ア
イ
デ
ア

交
歓
会
」、
7
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
67

団
体
に
よ
る
お
も
て
な
し
事
業
の
実
施
と

現
地
視
察
、
10
月
の
「
想
い
で
交
歓
会
」

の
開
催
な
ど
が
主
な
も
の
。
各
地
で
、
ユ

ニ
ー
ク
な
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
が

行
わ
れ
、来
訪
者
に
と
て
も
好
評
で
し
た
。

　
今
後
は
、 「
お
も
て
な
し
の
質
の
向
上
」

を
目
指
し
た
交
流
や
研
修
な
ど
も
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。 

〈
コ
メ
ン
ト
〉

羽
鳥
新
吉
さ
ん
（
こ
ん
ぱ
す
の
会
）

　
休
憩
所
を
設
け
て
野
菜
な
ど
地
域
の
特

産
品
の
販
売
も
行
い
ま
し
た
。
畑
の
野
菜

を
直
接
と
っ
て
食
べ
た
い
と
い
う
お
客
さ

ん
も
多
く
、
そ
の
と
お
り
に
し
て
あ
げ
た

ら
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
と

の
つ
な
が
り
は
財
産
。
こ
れ
を
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

湯
澤
佳
子
さ
ん
（
き
も
の
の
集
い
の
会
）

　
き
も
の
姿
で
抹
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

ま
し
た
。お
客
さ
ん
か
ら
は
、自
然
と
芸
術
、

き
も
の
も
含
め
た
地
域
の
文
化
、
そ
れ
と

人
の
心
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
良
い
と
喜

ば
れ
ま
し
た
。
継
続
は
力
な
り
。
知
恵
を

出
し
合
っ
て
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

２
十
日
町
市
棚
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〈
発
表
〉

葉
葺
祐
子
さ
ん（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）

　
市
内
に
た
く
さ
ん
あ
る
棚
田
や
沢
田
な

ど
、先
人
た
ち
が
守
っ
て
き
た
「
や
ま
田
」

を
み
ん
な
の
財
産
と
し
て
確
認
し
、
保
存

や
観
光
分
野
で
の
活
用
を
目
指
そ
う
と
い

う
取
り
組
み
で
す
。
具
体
的
に
は
、「
お

ら
ど
こ
の
棚や
ま
だ田
じ
ま
ん
」
と
し
て
、
耕
作

者
か
ら
写
真
と
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
、
28

点
を
10
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国
棚
田
サ
ミ

ッ
ト
の
会
場
と
、
12
月
に
情
報
館
で
も
展

示
し
ま
し
た
。
見
学
者
か
ら
は
、「
や
ま

田
を
見
て
み
た
い
」「
農
作
業
を
手
伝
い

た
い
」な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
見
学
体
験
会
な
ど
、
棚
田
保

全
を
支
援
す
る
人
た
ち
へ
の
働
き
か
け
の

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

〈
コ
メ
ン
ト
〉

江
口
通
博
さ
ん
（
小
白
倉
）

　
私
の
家
で
は
、
夏
の
間
、
世
界
各
国
の

若
者
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
イ
タ
リ
ア
の
若
者
の
話
で
は
、
イ

タ
リ
ア
で
も
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
継
ぎ
手
が
な

く
て
、
ぶ
ど
う
畑
の
耕
作
放
棄
地
が
増
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ど
こ
も
同

じ
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
応
募

し
た
写
真
を
関
東
の
知
人
の
店
に
飾
っ
た

と
こ
ろ
、
そ
こ
で
と
れ
た
米
を
食
べ
た
い

と
い
う
多
く
の
問
合
せ
が
あ
り
、
驚
き
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

３
雪
の
国
の
お
は
な
し

〈
発
表
〉

星
野
　
康
さ
ん（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）

　
こ
れ
は
、
市
民
・
業
者
・
行
政
が
協
働

し
て
「
快
適
な
雪
国
の
暮
ら
し
」
を
つ
く

り
出
す
た
め
の
き
っ
か
け
と
し
て
始
ま
り

ま
し
た
。
公
募
で
編
集
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、市
報
な
ど
で
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

消
雪
パ
イ
プ
や
流
雪
溝
、
除
雪
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
一
日
な
ど
、
高
校
生
も
交
え
て
取

材
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
雪
の
活
用
ア
イ

デ
ア
な
ど
も
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

〈
コ
メ
ン
ト
〉

佐
藤
秀
樹
さ
ん
（
㈱
興
和
）

　
消
雪
パ
イ
プ
な
ど
、
除
雪
事
業
に
か
か

わ
っ
て
い
る
立
場
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
、
一
般
市
民
や
除
雪
に
直
接
か
か

わ
ら
な
い
行
政
の
人
た
ち
と
意
見
交
換
す

る
機
会
は
と
て
も
貴
重
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

尾
身
誠
司
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
ぼ
う
さ
い
）

　「
雪
は
じ
ゃ
ま
も
の
か
」
と
い
う
思
い

で
調
査
や
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
。
年
齢

と
と
も
に
雪
ほ
り
が
つ
ら
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
（
笑
）
が
、
こ
れ
を
水
や
冷
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
考
え
た
と
き
、
大

事
に
使
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

４
十
日
町
市
○ま
る
マ
ル○
ネ
ッ
ト
交
流
会

〈
発
表
〉

真
霜
和
彦
さ
ん（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）

　「
団
体
間
の
交
流
機
会
が
ほ
し
い
」
と

い
う
市
民
活
動
団
体
の
声
が
ベ
ー
ス
に
な

っ
て
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
52
団
体

約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
①
子
育
て
・
支

え
合
い
②
イ
ベ
ン
ト
・
交
流
③
安
全
と
安

心
④
農
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ

て
情
報
交
換
し
ま
し
た
。基
調
講
演
で
は
、

三
条
市
と
村
上
市
か
ら
講
師
を
招
き
、
市

民
活
動
支
援
組
織
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
交
流
と
活
動
を
支
援
す
る
拠
点
の
必

要
性
が
意
見
と
し
て
多
く
出
ま
し
た
。

〈
コ
メ
ン
ト
〉

押
木
敦
子
さ
ん
（
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
）

　
交
流
し
て
情
報
交
換
す
る
こ
と
は
と
て

も
大
事
で
す
が
、
こ
の
先
、
だ
れ
が
ど
う

や
っ
て
続
け
て
い
く
の
か
を
、
十
分
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん

な
人
が
横
に
つ
な
が
っ
て
、
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
進
め
ま
し
ょ
う
。

藤
巻
優
樹
さ
ん（
㈳
十
日
町
青
年
会
議
所
）

　
こ
の
交
流
会
で
市
内
の
い
ろ
ん
な
活
動

の
こ
と
を
知
り
、
ま
た
私
た
ち
の
活
動
も

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
有
意
義
で

し
た
。
継
続
し
て
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
視
察
報
告
】
市
民
活
動
支
援
組
織

渡
貫
文
人
さ
ん（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）

　
上
越
市
と
村
上
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
視

察
し
ま
し
た
。
市
内
の
市
民
活
動
団
体
の

支
援
を
き
め
細
や
か
に
行
っ
て
い
る
と
と

も
に
、
情
報
誌
や
地
元
紙
を
使
っ
て
効
果

的
に
情
報
発
信
し
て
い
ま
し
た
。
人
の
流

れ
が
あ
る
場
所
に
設
置
す
る
な
ど
、
活
動

拠
点
の
位
置
も
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

樋
口
展
久
さ
ん（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）

　
千
葉
・
神
奈
川
の
５
つ
の
支
援
組
織
を

視
察
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
も
と
も
と
市

民
活
動
が
活
発
で
、
市
民
が
自
主
的
に
運

営
し
て
い
ま
し
た
。
市
か
ら
の
委
託
費
の

ほ
か
、
自
主
財
源
獲
得
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
持

っ
て
い
て
、
自
立
し
た
組
織
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
女
性
が
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
い
た
の
も
印
象
的
で
し
た
。

【
意
見
交
換
】
広
が
り
の
あ
る
協
働
へ

桾
澤
英
和
さ
ん（
中
条
地
区
自
主
防
災
会
）

　
い
ろ
ん
な
市
民
活
動
が
あ
り
ま
す
が
、

無
関
心
の
人
た
ち
に
も
声
か
け
を
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。
芸
術
祭
の
お
客
さ
ん

か
ら
、「
十
日
町
っ
て
い
い
と
こ
で
す
ね
」

と
１
０
０
回
言
わ
れ
る
と
本
当
だ
と
錯
覚

し
て
し
ま
う
（
笑
）。
去
年
よ
り
も
良
く

な
っ
た
、
来
年
は
も
っ
と
良
く
な
る
と
錯

覚
す
る
こ
と
も
、
現
実
に
結
び
つ
け
て
い

く
力
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

春
日
克
美
さ
ん
（
お
や
こ
遊
び
の
会
ほ
っ
ぺ
）

　
つ
な
が
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
や
り

方
が
分
か
ら
な
い
団
体
が
多
い
中
、
そ
れ

を
中
間
で
支
援
す
る
組
織
は
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
作
れ
ば
い
い
わ
け
で
は

な
く
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
い
っ
し
ょ
に
行

動
す
る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
行
政
の
情
報
と
市
民
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
組
織
が
生
ま
れ
れ

ば
、
み
ん
な
が
か
か
わ
る
と
思
い
ま
す
。

関
口
芳
史

市
長
　

　
皆
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
解
決
し
た
い

地
域
課
題
が
明
確
に
人
の
心
に
入
れ
ば
、

協
働
は
進
む
と
感
じ
ま
し
た
。
特
に
、
野

老
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
涙
が
出
る
ほ
ど

の
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
の

力
の
す
ご
さ
も
再
認
識
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
地
域
に
は
野
老
さ
ん
の
よ
う
な
人
は

多
く
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
市
民
団

体
が
お
互
い
に
補
完
し
合
え
る
関
係
に
な

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
型
の

協
働
は
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
テ
ー
マ
で

つ
な
が
る
活
動
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、

よ
う
や
く
歩
き
始
め
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
市
民
団
体
の
活
動
を
支
え
る
中
間
支

援
的
な
組
織
も
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

●
問
合
せ
　
総
合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ

　
く
り
推
進
室
　
☎
７
５
７
―
３
６
９
３

　（
内
線
２
３
５
）

【
第
1
部
】

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
実
践
報
告

　
　
　
　
　
　
　
（
モ
デ
ル
事
業
）

【
第
２
部
】

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
広
が
り
を
考
え
る

●
協
働
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
い
ま
広
が
り
の
と
き 

　
　
　

～
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
と
新
た
な
展
開
～ 

　

運　
　
　
　

営　
　

 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

寺
川
　
重 

俊 

氏
（
寺
川
ム
ラ
ま
ち
研
究
所
代
表
取
締
役
）

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
　

 

野
老 

真
理
子 

氏 

（
ま
ち
づ
く
り
講
演
講
師
）

　
協
働
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
市
民
や
市
民
団
体
と
と
も
に
進
め
ら
れ
て
い
る
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
の
報
告
と
、
関
口
市
長
も
交
え
て
、
今
後
の
市
民
活
動
の

連
携
や
支
援
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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下
水
道

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

◆
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　
の
人

平
成
22
年
度
の
保
険
料
額
は

７
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
お
知
ら
せ

　
平
成
22
年
度
の
保
険
料
額
は
、
前
年
中

の
収
入
状
況
に
基
づ
い
て
７
月
１
日
に
算

定
さ
れ
ま
す
。
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

は
、
７
月
中
旬
に
「
平
成
22
年
度
の
保
険

料
額
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
分
の
保
険
料
の

納
め
方

　
年
６
回
の
年
金
支
給
の
際
に
保
険
料
が

天
引
き
さ
れ
ま
す
。

◇
４
・
６
・
８
月

：

仮
徴
収

　
平
成
22
年
２
月
の
年
金
か
ら
の
徴
収
額

と
同
額
が
３
回
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

◇
10
・
12
・
２
月

：

本
徴
収

　
確
定
し
た
年
間
保
険
料
か
ら
仮
徴
収
分

を
差
し
引
い
た
額
が
３
回
に
分
け
て
天
引

き
さ
れ
ま
す
。

※
昨
年
８
月
の
年
金
か
ら
の
納
付
を
最
後

　
に
保
険
料
徴
収
が
中
断
さ
れ
て
い
た
人

　
は
、
７
〜
９
月
は
普
通
徴
収
（
納
付
書

　
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
）
と
な

　
り
ま
す
。

◆
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座

　
振
替
で
納
付
）
の
人

　
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
毎
月
、
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め
て
も
ら
い
ま

す
。
口
座
振
替
の
手
続
き
を
す
る
と
、
納

め
忘
れ
が
な
く
便
利
で
す
。

　
た
だ
し
、
75
歳
に
到
達
す
る
な
ど
年
度

途
中
に
加
入
し
た
場
合
は
、
加
入
後
６
か

月
程
度
で
特
別
徴
収
へ
切
り
替
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
個
別
に
送
付
さ
れ
る
通
知

書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
申
請
案
内
書
が
届
い
た
人
は
、
早
め
に

市
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
に
必
要
な
も
の

　
①
申
請
書

　
②
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　
③
介
護
保
険
証

　
④
振
込
口
座
が
分
か
る
も
の

　
⑤
印
鑑

　医療制度の改正により、平成22年４月から70～74歳の人は自己負担割合が

１割から２割に変更される予定でしたが、経過措置の延長で平成23年３月ま

で１割に据え置かれることになりました。

　これに伴い、高齢受給者証の自己負担割合の表記が「２割（平成22年３月

31日までは１割）」となっている人は、４月１日㈭から「２割（平成22年７月

31日までは１割）」に変更します。変更後の高齢受給者証は、３月19日㈮に発

送予定です（平成22年８月１日～23年３月31日までのものは、７月下旬に送

付します）。

　高齢受給者証が届いたら、住所・世帯主氏名・被保険者氏名など記載事項を

確認し、誤りがある場合は届け出てください。また、裏面の注意事項もよくお

読みください。４月１日以降、今までの高齢受給者証は使用できませんので、

誤使用を防ぐために必ず裁断するなどして破棄するか、国保係または各支所市

民課に返還してください。

※自己負担割合が３割の人は変更ありません。

高齢受給者証の
自己負担割合の変更が延長されます

国民健康保険

●問合せ

介護国保課国保係

☎ 757-3735

　
下
水
管
の
修
理
・
清
掃
や
、
処
理
場
で

汚
水
を
き
れ
い
な
水
に
還
元
す
る
費
用
の

一
部
に
充
て
る
た
め
、
使
用
し
た
水
の
量

に
応
じ
て
下
水
道
使
用
料
を
納
め
て
も
ら

い
ま
す
。

　
使
用
料
に
は
、
水
を
た
く
さ
ん
使
う
ほ

ど
割
高
に
な
る
累
進
使
用
料
金
方
式
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

◆
貸
付
利
率
　
　
２
・
２
％

◆
貸
付
限
度
額
　
１
０
０
万
円

◆
返
済
期
間
　
　
最
長
60
か
月

　
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
区
域
の
専
用
住

宅
に
つ
い
て
、
市
が
浄
化
槽
を
設
置
す
る

事
業
で
す
。
下
水
道
計
画
区
域
と
同
様
の

負
担
額
で
水
洗
化
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
下
水
道
と
同
額
の
使
用
料
を
納

め
て
も
ら
い
、
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
市

が
行
い
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
河
川
な
ど
の
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
向
上
を
担
う

重
要
な
施
設
で
す
。
こ
の
た
め
、
毎
年
投

資
を
行
い
、
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う

整
備
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
法
で
は
、
下
水
道
が
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
区
域
は
、「
遅
滞
な
く
下
水

道
に
流
入
さ
せ
る
為
、
排
水
設
備
を
設
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
義
務
付
け
て

い
ま
す
。
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
の

皆
さ
ん
は
一
日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

下
水
道
整
備
区
域

３
年
以
内
の
接
続
を

下
水
道
使
用
料

下
水
道
接
続
工
事
へ
の
融
資
制
度

合
併
処
理
浄
化
槽

　
　
　
　
整
備
区
域

浄
化
槽
整
備
事
業

 下水道は、何でも流せるというも

のではありません。廃油など、処理

場で処理できないものは流さないよ

うにしてください。下水道を利用す

る一人ひとりが注意しましょう。

◎水洗便所では、トイレットペーパ

　ー以外の紙や異物などを流さない

　ようにしましょう。

◎台所では、野菜くずやごはんの残

　り物、食用廃油などを流さないよ

　うにしましょう。

問合せ
上下水道局

下水道維持係
☎ 757-3115

合併処理浄化槽への転換を
　合併処理浄化槽を設置した家は、単独処理浄化槽・くみ取りを
設置した家に比べ、水路や川などに放流される生活排水の汚れの
量が約1/8までに減少します。

地
球
を
守
る

リ
サ
イ
ク
ル
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県から市への事務・権限の移譲について
　
信
濃
川
、
そ
し
て
上
流
の
千
曲
川
・
犀

川
ま
で
サ
ケ
を
遡そ

上じ
ょ
うさ
せ
る
運
動
に
取
り

組
む
Ｎ
Ｐ
О
法
人
新
潟
水
辺
の
会
で
は
、

今
年
も「
サ
ケ
の
稚
魚
　
市
民
環
境
放
流
」

を
新
潟
県
（
信
濃
川
）
と
長
野
県
（
千
曲

川
・
犀
川
）
で
行
い
ま
す
。

　
信
濃
川
で
は
、
宮
中
取
水
ダ
ム
下
流
に

て
、
同
会
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
協
働
で
20
万

尾
の
稚
魚
放
流
を
行
い
ま
す
。

　
大
き
く
成
長
し
た
数
多
く
の
サ
ケ
が
、

ま
た
こ
の
地
へ
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
願

い
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
放
流
活
動
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

：

３
月
21
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
３

時
（
予
定
）

■
放
流
場
所

：

宮
中
取
水
ダ
ム
下
流
右
岸

河
川
敷
（
魚
道
付
近
）

■
集
合

：

午
後
１
時
30
分
　
ミ
オ
ン
な
か

さ
と
第
２
駐
車
場

※
放
流
場
所
付
近
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
こ
ち
ら
へ
駐
車
を
お
願
い

し
ま
す
。
駐
車
場
と
放
流
場
所
間
は
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
徒
歩
の

場
合
は
、
午
後
２
時
ま
で
に
放
流
場
所

へ
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み

：

参
加
無
料
・
事
前
の
申
込
み

は
不
要
で
す
。
当
日
時
間
ま
で
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。
小
学
生
以
下
の
場
合

は
保
護
者
も
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
そ
の
他

：

当
日
は
ぬ
れ
て
も
良
い
服
装

（
雨
具
・
長
靴
な
ど
）
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
稚
魚
放
流
に
使
う
バ
ケ

ツ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

：

克
雪
維
持
課
克
雪
利
水
係
　

☎
７
５
７
―
３
１
９
８

　平成22年度から、第３期中山間地域等直接支払制度がスタートしますので、制度の内容などについて下

記日程で説明会を開催します。

●制度の目的

　中山間地域は農業生産や自然環境保全、保健休養、景観などさまざまな面で重要な地域ですが、耕作不利

な条件から農業生産性が低く、農業所得・農外所得ともに低い状態となっています。 また、農村地域は全

国平均よりも高齢化が進んでいますが、特に中山間地域などは高齢化が進行しています。

　このようなことから中山間地域の農業生産条件の不利を補正し、農用地と農業を守っていく制度です。

中山間地域等直接支払制度説明会第３期

日　　時 場　　　所 参加申込み

３月19日㈮
午後７時～

松代支所４階大会議室 松代支所農林建設課　農業振興係　　☎597-2222

３月23日㈫
午後７時～

中里支所３階大会議室 中里支所農林建設課　農業振興係　　☎763-2510

３月24日㈬
午後７時～

松之山自然休養村センター
２階大会議室

松之山支所農林建設課　農業振興係　☎596-3132

３月26日㈮
午後１時30分～

市民会館ホール
本庁農林課　農業振興係　　　　　　☎757-9922
川西支所農林建設課　農業振興係　　☎768-4961

※資料など準備の都合がありますので、集落協定役員以外で参加希望の人は、開催日の３日前までに会場の
　申込み先に連絡してください。
※十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の電話には市外局番「025」が必要です。

カ
ム
バ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン

〝
サ
ケ
の
稚
魚
市
民
環
境
放
流
〞

ミオンなかさと
第２駐車場

駐車場・集合場所

宮中橋

宮
中
ダ
ム

通
行
止

Ｒ
３
５
３

信濃川→

魚道

放流
場所

中里浄化
センター

通路（徒歩）

〈放流場所案内図〉

～手続きなどが一部変更になります～
 市では、市民の利便性向上や市の自治権強化などを目的に、４月１日に県から28項目の事務・権限の移譲

を受けることになりました。移譲を受ける事務・権限の中で、申請や届出の件数が多いなど、特に市民・事業

所の皆さんに関係が深いものについて、下記のとおりお知らせします。また、下記以外の移譲を受けた事務・

権限については、市ホームページをご覧ください。

【事務・権限の移譲とは】
　地方分権を実現する手段の一つとして、全国で進められてい

るものです。住民の利便性向上や市町村の自治権強化を通じた

個性豊かな地域づくりなどを目的として、県庁や県の地域機関

が所管していた事務・権限を、住民・地域に身近な市町村が担

っていくものです。

事務・権限の名称 変更内容 4月以降の担当・問合せ

特定非営利活動促進法に関す
る事務

　十日町市内で完結するNPO法人に関す
る、法人の認証、定款変更認証、役員変更
届などの届出の受理、毎年度の事業報告の
受理などを市が行います。

企画政策課協働推進係

浄化槽の設置・廃止・使用等
に関する事務

　浄化槽の設置・廃止届の受理、使用開始
報告の受理などを市が行います。

（現在は市から県に経由している事務です）
上下水道局下水道維持係

農地転用に関する事務
（２ha以下）

　農地転用（２ha以下）の許可を、市が行
います。

（現在は市から県に経由している事務です）
農業委員会事務局

■日　時：３月18日㈭　午後７時～　
■場　所：クロス10（十日町地域地場産業振興センター）
　　　　　２階「大ホール」

■問合せ 総合政策課企画政策係 ☎ 757-3193

●問合せ 克雪維持課克雪利水係 ☎ 757-3198

～JR東日本信濃川発電所問題～

「信濃川の河川流量の決定に向けた　市民説明会」
　ＪＲ東日本信濃川発電所の水利申請に向け、「５年間の試験放流を軸にした」信濃川の河川流量の決定に

向けた考え方について、ＪＲ対策市民協議会（会長　関口市長）が直接説明する市民説明会を開催します。

　事前の申込みは不要です。
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流
雪
溝
の
も
う
一
つ
の
価
値

その４

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

の
雪

の
国は

お

し
な

流
雪
溝
の
物
語
　

流
雪
溝
は
河
川
な
ど
の
水
を
利
用
し
て

側
溝
に
流
し
、
宅
地
や
道
路
の
雪
を
河
川

に
運
び
込
む
雪
処
理
施
設
で
す
。

十
日
町
地
域
で
は
、
昭
和
47
年
に
初
め

て
流
雪
溝
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
７

年
に
は
十
日
町
駅
西
口
に
あ
る
十
日
町
市

流
雪
溝
中
継
ポ
ン
プ
場
が
整
備
さ
れ
、
平

成
15
年
か
ら
７
地
区
に
ゾ
ー
ン
分
け
さ
れ

た
現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
稼
動
し
て
い
ま

す
。松

代
地
域
で
は
、
昭
和
48
年
に
消
雪
パ

イ
プ
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

当
初
消
雪
パ
イ
プ
用
で
考
え
て
い
た
水
源

の
川
の
水
が
冷
た
く
消
雪
能
力
が
低
か
っ

た
た
め
、
消
雪
パ
イ
プ
か
ら
流
雪
溝
に
改

め
、
稼
働
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

十
日
町
地
域
で
は
、
信
濃
川
と
田
川
か

ら
、
毎
秒
最
大
で
２
・
１
ｔ
（
ド
ラ
ム
缶

約
10
本
分
）、
松
代
地
域
で
は
渋
海
川
か

多
く
の
利
用
者
が
あ
る
た
め
、
流
雪
溝

運
営
協
議
会
が
中
心
に
な
っ
て
ル
ー
ル
を

作
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
流
雪
溝
は
運
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
通
水
す
る
時
間
は
区
域

ご
と
に
決
め
ら
れ
て
い
て
、
時
間
ご
と
に

仕
切
板
な
ど
で
水
の
流
れ
る
方
向
を
変

え
、
効
率
よ
く
流
雪
溝
へ
の
投
雪
作
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
が
し
な
が
ら
、
と
き
に
は
、
雪
が
詰

ま
っ
て
水
が
せ
き
止
め
ら
れ
、
流
雪
溝
か

ら
あ
ふ
れ
出
す
「
水
上
が
り
」
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
多
量
の
水
が
流
れ

■
流
雪
溝
の
始
ま
り
物
語

■
流
雪
溝
の
数
字
物
語

■
流
雪
溝
の
運
用
物
語

る
た
め
に
思
わ
ぬ
事
故
を
誘
発
す
る
だ
け

で
な
く
、
下
流
に
水
が
行
か
な
く
な
る
た

め
、
こ
の
「
水
上
が
り
」
が
発
生
し
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
対
処
を
し
て
い
ま
す
。

ら
最
大
で
０
・
０
８
３
ｔ
（
ド
ラ
ム
缶
約

半
分
）
の
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
。

十
日
町
地
域
の
流
雪
溝
の
総
延
長
は
、

約
50
㎞
、
利
用
戸
数
は
約
３
、６
０
０
戸
、

松
代
地
域
で
は
そ
れ
ぞ
れ
約
３
・
４
㎞
、

１
５
７
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

家
の
近
く
に
流
雪
溝
が
あ
り
活
用
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
気
に
は
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

流
雪
溝
は
確
か
に
便
利
な
施
設
で
す
。

で
も
、
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
の
人
の
こ
と
も
考
え
、「
投
雪
の
時

間
を
守
る
」「
一
度
に
大
量
の
雪
を
投
雪

し
な
い
」「
人
力
の
み
で
投
雪
す
る
」
な

ど
の
ル
ー
ル
を
守
り
利
用
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
再
認
識
し
ま
し
た
。

松
代
地
域
で
は
、
松
代
高
校
新
聞
編
集

委
員
会
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
取
材
し

ま
し
た
。
初
め
て
聞
く
話
に
う
な
ず
い
て

い
る
高
校
生
の
姿
が
、
と
て
も
新
鮮
で
し

た
。

　
流
雪
溝
の
運
用
に
つ
い
て
、
町
内
で
も

独
自
の
ル
ー
ル
を
作
り
運
営
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
本
町
６
丁
目
。
水
上
が
り
し

や
す
い
と
こ
ろ
で
は
、
投
雪
す
る
の
は
１

軒
１
人
だ
け
と
し
、
時
間
帯
で
投
雪
で
き

る
家
を
決
め
て
い
ま
す
。
一
度
に
多
く
投

雪
さ
れ
る
の
を
回
避
し
、
水
上
が
り
を
防

い
で
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
で
、
水
上
が

り
の
回
数
は
減
少
し
た
と
の
こ
と
。
皆
さ

ん
、
参
考
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

■
ご
近
所
の
底
力
物
語

■
取
材
を
終
え
て
⋮

【
豆
知
識
】

流
雪
溝
の
水
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
？

中
里
地
域
の
宮
中
ダ
ム
か
ら
取
水

さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
千
手
発
電
所
の

放
水
路
を
経
由
し
て
妻
有
大
橋
を
渡

り
、
総
合
体
育
館
近
く
の
緑
道
を
通

っ
て
、
十
日
町
駅
西
口
の
「
十
日
町

市
流
雪
溝
中
継
ポ
ン
プ
場
」
に
送
水

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
規
模
と
シ
ス
テ
ム
で

流
雪
溝
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は
、

全
国
で
も
小
千
谷
市
と
十
日
町
市
だ

け
と
の
こ
と
で
す
。

雪
の
　
　

ひ
と
く
ち

　
メ
モ
④

流
雪
溝
を
近
く
で
見
る
の
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
、
見
た
り
聞
い
た
り
が
全

部
新
鮮
で
し
た
。

松
代
地
域
の
流
雪
溝
は
、
決
ま
っ
た

時
間
、
そ
れ
も
20
分
と
い
う
限
ら
れ
た

時
間
内
に
雪
を
落
と
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
慣
れ
な
い
と
結
構
大
変
な
作
業
で

す
。
で
も
、
こ
れ
が
家
の
近
く
に
あ
れ

ば
、
重
い
雪
が
一
瞬
に
し
て
流
れ
去
る

わ
け
だ
か
ら
大
助
か
り
な
ん
だ
な
と
、

実
感
し
ま
し
た
。

す
ご
ー
く
便
利
な
流
雪
溝
の
よ
う
で

す
が
、
問
題
も
あ
り
ま
す
。
最
大
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
消
雪
パ
イ
プ
と
違
っ
て
、

人
の
手
で
片
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
で
す
。
　

お
年
寄
り
に
は
ち
ょ
っ
と
大
変
な
作

業（
松
代
地
域
の
高
齢
化
率
は
約
43
％
）

だ
し
、
業
者
な
ど
に
委
託
す
る
と
さ
ら

に
お
金
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
、
そ
こ
は
み
ん
な
で
協
力
し

合
っ
て
雪
を
流
す
な
ど
、
地
域
の
連
携

が
あ
れ
ば
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
す
れ
ば
、
流
雪
溝
は
地
域
の
き

ず
な
を
深
め
て
く
れ
る
、
さ
ら
に
価
値

あ
る
存
在
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

流
雪
溝
で
地
域
の
き
ず
な
を

深
め
よ
う

「
時
間
が
命
」
を
実
感

松
代
高
等
学
校
新
聞
編
集
委
員
会

 市街地を中心に整備され活用されている流雪溝。その歴史や仕

組みをご存知でしょうか。

 今回は、十日町市流雪溝運営協議会と松代地区流雪溝運営協議

会の協力を得て、流雪溝の実際を取材しました。
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　如来寺集落の服部松男さん（77歳）。

生産から調理までをこなす、おそばの

達人です。始まりは30年ほど前に転

作作物として栽培したことだそうで、

収穫したそばの実を手早く乾燥させて

保存し、そのつど使う分を石うすでひ

き、ほぼ毎日自家製手打ちそばを楽し

んでいます。そばの魅力を伺うと、「そばは栽培過程で

農薬を使わないこと、つなぎに山ごぼうや海草のふのり

を使うことから、穀物の中で一番の健康食だと思います」

と話してくれました。服部さんの打つそばは、そばの香

りとかみごたえ、のどごしを十分味わえる逸品です。「そ

ば仲間ができたり、習いに来る人がいたり、おかげで退

屈しません」。まだまだ研究中だという服部さん。目標

の柔らかく、かつコ

シのあるそばを目指

し、日々努力を重ね

ています。

思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
卒
業
証
書

めんそーれ　中里へ
第38回 なかさと交流会

トキワイカリソウ

　

長
か
っ
た
冬
の
雪
か
ら
解
放
さ
れ
る

と
、
眠
っ
て
い
た
山
は
笑
い
だ
し
、
い
ろ

ん
な
草
花
が
一
斉
に

咲
き
だ
し
て
美
し
さ

を
競
い
ま
す
。
が
け

の
斜
面
な
ど
に
純
白

の
花
を
咲
か
す
の
は

イ
カ
リ
ソ
ウ
で
、
花

の
形
が
船
の
い
か
り

に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
の
名
前
で
す
。
当
地
の
も
の
は
前
年
の

葉
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
と
き
わ
（
常

磐
）
の
意
味
か
ら
「
ト
キ
ワ
イ
カ
リ
ソ

ウ
」
と
い
う
品
種
で
普
通
に
生
え
て
い
ま

す
。
信
濃
川
を
渡
っ
た
東
側
に
行
く
と
赤

紫
色
の
も
の
が
あ
り
、
働
き
に
行
っ
た
人

佐
」
と
あ
る
ほ
ど
精
力
増
強

に
効
果
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ

て
い
ま
す
（
読
め
て
理
解
で

き
る
人
だ
け
で
、
興
味
の
な

い
人
は
無
理
し
て
読
ま
な
い

で
結
構
か
と
思
い
ま
す
）
。

葉
や
茎
を
刻
ん
で
焼
酎
に
漬

け
た
も
の
を
『
仙せ

ん

霊れ
い

脾ひ

酒し
ゅ

』

と
呼
び
、
い
か
に
も
ご
り
や
く
が
あ
り
そ

う
で
す
が
、
果
た
し
て
の
効
果
は
試
し
た

人
に
の
み
の
秘
密
。

　

そ
れ
と
は
無
関
係
に
、
早
春
の
花
の
一

員
と
し
て
観
賞
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

（
文
と
絵　

高
橋
八
十
八
）

ト
キ
ワ
イ
カ
リ
ソ
ウ

61

　
２
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
、
ミ
オ
ン
な
か

さ
と
駐
車
場
で
、
貝
野
小
学
校
の
児
童
の

夢
を
の
せ
た
連
だ
こ
が
空
高
く
舞
い
上
が

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
越
後
妻
有
雪
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
毎
年
協
力
し
て
い
る

貝
野
地
区
振
興
会
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
一
環

で
行
っ
た
も
の
。
宮
中
集
落
の
た
こ
作
り

名
人
、
吉
楽
勝
太
郎
さ
ん
と
村
山
正
利
さ

ん
の
協
力
の
下
、
貝
野
小
学
校
の
全
校
児

童
と
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
10
日
㈬
に
同
校
で
行
わ
れ
た
連
だ
こ
作

り
で
は
、
児
童
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
小
さ
な
た
こ
一
つ
一
つ
に
思
い
を
込

め
て
一
文
字
ず
つ
丁
寧
に
文
字
を
し
た
た

め
、
竹
ひ
ご
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
り
、
色

と
り
ど
り
の
連
だ
こ
を
夢
中
で
作
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
当
日
、「
全
日

本
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
23
回
出
場
お

め
で
と
う
貝
野
小
学
校
」
と
書
か
れ
た
連

だ
こ
が
信
濃
川
か
ら
の
風
を
受
け
、
空
高

く
舞
い
上
が
る
と
、
大
人
も
子
ど
も
も
大

喜
び
で
た
こ
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
貝
野
小
学
校
が
出
場
す
る
リ
コ
ー
ダ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
３
月
28
日
㈰
、
東
京
都

江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
児
童
の
皆
さ
ん
、
地
域
か
ら
の

応
援
の
風
を
背
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

た
こ
た
こ
あ
が
れ

貝
野
小
学
校
の
連
だ
こ
軽
や
か
に

　第38回目となる沖縄県久米島町との「なかさと

交流会」が、２月18日㈭から21日㈰までの４日間

にわたり行われ、小学５年生の訪問児童14人を含

む20人の交流団がはるばる久米島町からやってき

ました。「なかさと交流会」は、19年前から当時の

仲
なか

里
ざと

村
そん

との間で行われ、冬は久米島町の児童が中里

地域を、夏は中里地域の児童が久米島町を訪れ、お

互いの家でホームステイをし、それぞれの風土や風

習を体験しています。19日㈮には田沢小学校で歓

迎式を行い、各学校への訪問・体験学習などで雪遊

びやしめ縄作りを体験しました。それぞれのホーム

ステイ先では

スキーや雪か

き体験、雪ま

つ り を 楽 し

み、夏の再会

を約束しまし

た。

　
２
月
17
日
㈬
、
孟
地
小
学
校
（
桑
原
哲

朗
校
長
・
児
童
数
18
人
）
で
、
６
年
生
４

人
に
よ
る
卒
業
証
書
の
和
紙
す
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
卒
業
証
書
作
り
は
、
最

後
の
伊
沢
和
紙
す
き
職
人
だ
っ
た
故
佐
藤

勇
吉
さ
ん
（
孟
地
）
の
指
導
で
平
成
２
年

に
始
め
ら
れ
、
一
時
期
途
絶
え
て
い
た
伊

沢
和
紙
復
活
の
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し

た
。和
紙
作
り
は
低
学
年
か
ら
取
り
組
み
、

原
料
と
な
る
コ
ウ
ゾ
と
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の

栽
培
か
ら
加
工
ま
で
各
学
年
が
分
担
し
て

作
業
を
す
る
な
ど
、
学
校
の
伝
統
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
卒
業
証
書
は
校
章
の
透
か
し
入
り
で
、

厚
み
を
も
た
せ
る
た
め
１
枚
を
仕
上
げ
る

の
に
３
回
す
い
て
作
ら
れ
ま
す
。
４
人
は

若
月
義
則
さ
ん
（
孟
地
・
59
歳
）
の
指
導

の
も
と
、
少
し
緊
張
し
た
表
情
を
浮
か
べ

な
が
ら
、慎
重
に
紙
す
き
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
乾
燥
さ
れ
た
和
紙
に
文
字
が
入

り
、
卒
業
証
書
は
見
事
に
完
成
。
柳
知
佳

さ
ん
は
、「
校
章
の
透
か
し
が
細
か
く
て
、

す
い
た
和
紙
の
上
に
配
置
す
る
の
に
苦
労

し
ま
し
た
。６
年
間
の
和
紙
す
き
の
中
で
、

卒
業
証
書
が
一
番
上
手
に
で
き
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
24
日
㈬
の
卒
業
式
に
は
、
６
年
間

の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
手
作
り
の
卒
業
証

書
を
胸
に
、
４
人
は
孟
地
小
学
校
を
巣
立

っ
て
い
き
ま
す
。

寒さも吹き飛ぶ
「かんじきダンス」

　２月20日㈯、まつだい農舞台で「みんな

でかんじきダンス」が行われました。越後妻

有雪アートプロジェクト2010の参加型イベ

ントとして行われたもので、地元の保育園児

からかんじきを履くのも初めてという観光客

まで総勢150人が参加。近藤良平さんが振り

付けたおもしろおかしいダンスに、参加者も

見物人も大笑い。あいにくの吹雪でしたが、

踊り終わると、「楽しかったね」「またやりた

いね」といった声が多く、集まった人たちの

心も体も温めてくれるイベントでした。

＝
孟
地
小
学
校
で
伊
沢
和
紙
紙
す
き
＝

が
持
ち
帰
っ
て
花
壇
の
隅
に
植
え
て
お
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
土
地
が
合
わ
な
い

の
か
あ
ま
り
増
え
な
い
よ
う
で
す
。

　

漢
名
は
「
淫い

ん

羊よ
う

藿か
く

」
で
、
何
や
ら
妖あ

や

し

い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
が
、
古
い
書
物
の

『
和わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ

抄し
ょ
う
』
に
「
末
良
多
介
里
久
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チャレンジチャレンジ

メリハリよく仕事に集中
◯57

57

問合せ

徳永　鉄将
　　　　ちゃん

とくなが　てっしょうちゃん
平成18年３月３日生まれ
川治下町３

　２歳のお誕生日にもらった自転車でサイクリングを
するのが大好き！とっても元気なてっちゃんはお手伝
いが得意で、お料理も上手。お気に入りのエプロンを
つけて、みんなにホットケーキを焼いてくれます。

羽鳥　楓一朗
　　　　ちゃん

はとり　ふういちろうちゃん
平成18年８月31日生まれ
本町２　　　　（写真後ろ）

　弟のいつきちゃんととっても仲良しのふうちゃん。二
人とも車が大好きで、いっしょにミニカーで遊びます。
スノーダンプで除雪するのが上手なふうちゃんの将来の
夢は、救急隊。“いたいいたいした人を運んであげるの！”

　
お
金
を
扱
う
業
務
を
担
当
し
て
い
る
の
で
、
何
度

も
確
認
し
て
間
違
い
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
ま

す
。
お
客
様
か
ら
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
に
素
早
く
対
応

す
る
の
は
大
変
で
す
が
、�
あ
り
が
と
う
�
と
温
か

い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
同
じ
年
に
採
用
さ
れ
た
同
期
は
と
て
も
仲
が
良
く

て
、
今
度
み
ん
な
で
旅
行
に
行
こ
う
と
計
画
を
練
っ

て
い
る
最
中
で
す
。
い
つ
行
く
か
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
温
泉
で
の
ん
び
り
す
る
予
定
。
今
か

ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
ね
。
今
一
番
興
味
が
あ
る
の

は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
始
め
た
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
。
今

シ
ー
ズ
ン
も
あ
と
少
し
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
ス
キ

ー
場
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
よ
う
や
く

タ
ー
ン
が
で
き
る
く
ら
い
の
腕
前
で
す
が
、
ジ
ャ
ン

プ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
（
笑
）。

　
就
職
し
て
も
う
す
ぐ
１
年
。
覚
え
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
勉
強
の
日
々
で
す
が
、
仕
事
と
息
抜
き

の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
、
家
庭
と
仕
事
を
両
立
で
き

る
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
を
目
指
し
ま
す
！

小林 いづみ さん
1989年生

十日町市役所勤務

先月の鈴木彰さんからのバトンタッチ。

美しい地球を未来に！
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　市民環境会議のごみ減量・レジ袋削減部会が担当したこのコーナー

も、今回が最終回となりました。同部会では、６月と10月に、マイ

バッグやエコティッシュなどを配布しながらマイバッグ持参を呼びか

ける『マイバッグキャンペーン』を実施しました。見かけた人もいる

のではないでしょうか。「持っていますよ」とマイバッグを見せてく

れた人もいて、意識が高まっていることを肌で感じ、うれしい限りで

した。なお、10月に調査した持参率は下表のとおりです。

　環境問題は、今や人々の命と暮らしにかかわる問題であり、環境について考えることは私たち一人ひとり

の生き方を問い直すことにもつながります。さらに、ノーベル平和賞を受賞したケニアのワンガリ・マータ

イさんは、ごみを減らすためのキーワードである３Ｒを実践することで、限りある資源の分配が平等になれ

ば、テロや戦争の抑止につながると力説しています。

　市民環境会議では、今後も「緑豊かで潤いと安らぎのあるまち」の実現に向けて活動を続けていきます。

ごみ減量・レジ袋削減部会でも、自分たちができることは何かを考えていきます。私たちの住む美しい地球

を未来に受け継いでいくために、日々の生活を見直し、環境にやさしい生活スタイルを実践していきましょ

う。市民環境会議に興味がある人は、いっしょに活動しませんか。詳しくは環境政策室へ。

調査人数 持参人数 持　参　率

男　性 71人　　 20人　　 28％

女　性 206人　　 120人　　 58％

合　計 277人　　 140人　　 全体持参率：51％

市民生活課環境政策室 ☎757-3740

健康支援課母子保健係
TEL757-9759

※日本脳炎予防接種は現在、厚生労働省の通知により接種勧奨を控えています。
※対象年齢の枠からはずれて接種する場合は、任意接種（自費）となります。

定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
予
防
接
種
は
、
病
気
に
対
す
る
抵

抗
力
（
免
疫
）
を
体
内
に
つ
く
っ
て

お
子
さ
ん
の
健
康
を
守
る
こ
と
や
、

感
染
症
が
流
行
す
る
の
を
防
ぐ
目
的

で
行
わ
れ
ま
す
。

　
予
防
接
種
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
接
種

に
適
し
た
年
齢
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
年
齢
に
合
わ
せ
て
、
な
る
べ
く

早
い
時
期
に
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。各
予
防
接
種
の
対
象
年
齢
は
、

下
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
、
対
象
年
齢
を

過
ぎ
る
と
自
費
で
の
接
種
（
任
意
接

種
）
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
ポ
リ
オ
予
防
接
種
は
、
春
と
秋
に

集
団
接
種
を
行
い
ま
す
。
日
程
は
市

報
や
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●
そ
の
ほ
か
の
定
期
予
防
接
種
は
個

別
接
種
で
行
い
ま
す
。個
別
接
種
は
、

接
種
を
受
け
る
人
が
直
接
医
療
機
関

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
乳
幼
児
や
学
齢
期
の
お
子
さ
ん
が

い
る
家
庭
で
は
、
各
予
防
接
種
が
済

ん
で
い
る
か
を
母
子
健
康
手
帳
で
確

認
を
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

予防接種の種類 対象年齢 標準的な接種期間 接種回数・間隔
ＢＣＧ 生後６か月未満 生後３か月以上６か月未満 １回接種
ポリオ 生後３か月以上７歳６か月未満 生後３か月以上18か月未満 41日以上の間隔で２回接種

三種混合
第１期初回

生後３か月以上７歳６か月未満
生後３か月以上12か月未満 20〜56日の間隔で３回接種

第１期追加 初回終了から12〜18か月後 １回接種
二種混合 第２期 11歳以上13歳未満 11歳 １回接種

麻しん

風しん

第１期 １歳以上２歳未満 ― １回接種
第２期 小学校就学の前年度 ― １回接種
第３期 中学１年生に相当する年齢 ― １回接種
第４期 高校３年生に相当する年齢 ― １回接種

《定期予防接種》
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地
域
づ
く
り
講
演
会

地域の輸送に大きな力

冬の災害にも怠りなく

　積雪状況の中での災害を想定した防災訓練が、２月28日㈰、西小
学校で行われました。十日町市では、中越大震災の教訓を忘れないた
めに毎年防災訓練を行ってきましたが、冬季の訓練は合併後初めての
計画であり、豪雪地の十日町市では特に経験をしておく必要があるも
のでした。訓練は、消防本部や警察署などの関係機関のほか、近隣町
内の自主防災会など、約150人が参加して行われました。今回の訓練
では、雪崩に巻き込まれた住民の捜索を、身近にある農業用支柱（イ
ボ竹）により行ったり、屋根雪がある状態で倒壊した住宅の捜索のた
め、雪の排雪なども行いました。前日にはチリ地震があったばかりと
いうこともあり、参加者は真剣な表情で訓練に臨んでいました。

　２月19日㈮、NPOさわやか下条に㈶日本船舶振興会（日
本財団）より29人乗りの福祉車両が贈呈され、下条中央通
りのケアハウスみよし台の駐車場で贈呈式が行われました。
NPOさわやか下条では、創立以来５年間にわたって下条小
学校・下条中学校の部活などの教育活動や、地域内の団体の
研修などで会員に対する無償の送迎を行ってきました。しか
し、現在所有している車両が老朽化し、運営を続けることが
難しくなってきたことから、同財団に申請を行っていたもの
です。贈呈式では新しい車両を前に、関係者から喜びの声が
上がっていました。

　

２
月
24
日
㈬
、「
地
球
環
境
を
見
据
え
て
、

私
た
ち
が
す
べ
き
地
域
づ
く
り
」
と
題
し
た
講

演
会
が
ク
ロ
ス
10
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師

は
未
来
バ
ン
ク
事
業
組
合
理
事
長
の
田
中
優
さ

ん
。
田
中
さ
ん
は
ミ
ス
チ
ル
の
桜
井
和
寿
さ
ん

や
坂
本
龍
一
さ
ん
た
ち
が
環
境
問
題
の
解
決
を

資
金
面
で
支
援
す
る
バ
ン
ク
を
立
ち
上
げ
る

き
っ
か
け
を
作
り
、
中
小
企
業
な
ど
に
融
資
し

て
い
ま
す
。
田
中
さ
ん
は
地
域
づ
く
り
を
独
自

の
視
点
か
ら
展
開
。
地
域
通
貨
の
活
用
や
地
産

地
消
を
例
に
、
そ
の
地
域
に
あ
る
物
を
見
つ
け

る
大
切
さ
を
説
い
て
い
ま
し
た
。

めざせ！

観光
交流都市

観光交流課 ☎757-3100

�
　～ビジット・ジャパン・
　　　　　キャンペーン～

ポスト新潟DCのシンボルマーク

　ビジット・ジャパン・キャンペーン（VJC）とは2010年に訪日外

国人旅行者数を1,000万人にすることを目標に、日本の魅力を海外

に発信する外国人誘致のキャンペーンです。アジアや北アメリカ、

ヨーロッパの12か国を重点市場として、2003年４月にスタートし

ました。今回は、十日町市の外国人誘客の取り組みを紹介します。

■
広
が
る
国
際
交
流

　
十
日
町
市
は
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
と
姉

妹
都
市
交
流
を
結
ん
で
い
ま
す
。
提
携
35

周
年
を
迎
え
る
今
年
は
、
コ
モ
市
親
善
使

節
団
が
５
月
に
十
日
町
市
を
訪
れ
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ス
ポ
ー
ツ

交
流
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
松
之
山
の
浦

田
地
区
に
は
芸
術
祭
を
き
っ
か
け
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ハ
ウ
ス
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
交
流
が
外
国
人
観
光
客
の
増

加
に
つ
な
が
っ
て
い
く
た
め
、
今
後
も
継

続
的
な
取
り
組
み
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

■
十
日
町
市
の
外
国
人
観
光
客
の
状
況

　
昨
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
「
大
地
の
芸
術

祭
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２

０
０
９
」
で
は
、
全
国
か
ら
37
万
人
を
超

え
る
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
国
際
ア
ー

ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、会
期
中
に
約
１
、

０
０
０
人
も
の
外
国
人
観
光
客
が
十
日
町

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
雪
国
観
光
圏

事
業
の
一
環
と
し
て
、
今
年
１
月
か
ら

「S
n
o
w

 C
o
u
n
try

 F
e
stiv

a
l

（
ス
ノ
ー

カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）」
と
い

う
取
り
組
み
を
行
い
、
海
外
へ
雪
国
を
積

極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
成

果
も
あ
っ
て
か
、
先
月
開
催
さ
れ
た
十
日

町
雪
ま
つ
り
に
は
、
昨
年
よ
り
多
く
の
外

国
人
観
光
客
を
見
か
け
ま
し
た
。
特
に
ア

ジ
ア
圏
か
ら
の
観
光
客
が
多
く
み
ら
れ
、

地
域
を
問
わ
ず
、
雪
に
興
味
が
あ
る
外
国

人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

毎年５月に行われるきものまつり。外国人観光客にも人
気があります

平成17年７月にコモ姉妹都市提携30周年を記念し
て、イタリアから若者４人が車で来市しました

■
自
然
・
温
泉
・
ア
ー
ト
で
外
客
誘
致

　
十
日
町
市
で
は
昨
年
６
月
と
今
年
１
月

の
２
回
、
韓
国
メ
デ
ィ
ア
を
交
え
て
の
意

見
交
換
会
が
松
之
山
温
泉
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
意
見
交
換
会
で
大
地
の
芸
術
祭

を
は
じ
め
、
松
之
山
温
泉
や
美
人
林
、
棚

田
な
ど
の
観
光
情
報
を
Ｐ
Ｒ
し
、
十
日
町

市
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
に
も
今
年
１
月
に
は
、
韓

国
と
香
港
の
ブ
ロ
ガ
ー
と
呼
ば
れ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
論
評
な
ど
を
加
え
て
情

報
発
信
す
る
人
た
ち
が
松
之
山
や
松
代
を

視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
実
際
に
農
舞
台
な

ど
の
施
設
を
見
学
し
、
ブ
ロ
グ
（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
日
記
）
で
外
国

人
向
け
に
十
日
町
市
を
紹
介
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

■
十
日
町
市
を
世
界
に
発
信
！

　
市
観
光
協
会
で
は
、
安
心
し
て
外
国
人

宿
泊
客
に
対
応
で
き
る
よ
う
「
宿
泊
施
設

外
国
人
指
さ
し
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
英
語
、
中
国
語
（
繁
体
字
、
簡

体
字
）、
韓
国
語
で
十
日
町
市
の
概
要
を

紹
介
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
１
月
か
ら

英
語
の
詳
細
版
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
芸

術
祭
や
雪
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
は

じ
め
、
各
観
光
施
設
や
観
光
情
報
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
公
開
後
す
ぐ
に
外
国

人
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
十
日
町

市
も
海
外
か
ら
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
特
に
今
年
は
５
月

か
ら
中
国
・
上
海
で
上
海
国
際
博
覧
会
が

開
催
さ
れ
、
新
潟
県
ブ
ー
ス
も
開
設
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
日
本
政
府
館
で
放
映
さ
れ

る
Ｐ
Ｒ
映
像
に
十
日
町
市
の
里
山
風
景
が

使
用
さ
れ
る
予
定
で
、
今
後
ま
す
ま
す
多

く
の
外
国
人
観
光
客
が
十
日
町
市
を
訪
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
十
日
町
地
域
協
議
会
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第
23
回
信
濃
川
河
岸
段
丘

ウ
ォ
ー
ク

　
手
打
ち
を
体
験
し
て
、
自
分
で

打
っ
た
そ
ば
を
食
べ
な
が
ら
交
流
し

ま
し
ょ
う
。黒
米
そ
ば
も
作
り
ま
す
。

●
日
時
＝
３
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜

（
交
流
会
は
正
午
こ
ろ
か
ら
）
●
会

場
＝
交
流
施
設
「
の
っ
と
こ
い
」
●

参
加
費
＝
一
般
１
、
５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
７
０
０
円
、
幼
児
無
料
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
19
日
㈮
ま

で
に
春
川（
☎
７
５
９
―
２
２
１
６
）

　
新
入
社
員
に
必
要
な
基
礎
知
識
や

職
場
で
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
な
ど
に

つ
い
て
の
実
習
を
交
え
た
研
修
会
で

す
。
●
日
時
＝
４
月
９
日
㈮
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
●
受
講
料
＝
会
員

２
、
０
０
０
円
、
非
会
員
４
、
０
０

０
円
（
昼
食
・
資
料
代
含
む
）
●
持

ち
物
＝
筆
記
用
具
●
会
場
・
申
込
み
・

問
合
せ
＝
３
月
26
日
㈮
ま
で
に
十
日

町
商
工
会
議
所
（
☎
７
５
７
―
５
１

１
１
）

　
人
形
劇
団
「
ひ
ぽ
ぽ
た
あ
む
」
に

よ
る
人
形
劇
で
す
。
●
日
時
＝
３
月

　
厚
生
労
働
省
の
緊
急
人
材
育
成
支

援
事
業
基
金
訓
練
で
す
。
社
会
人
と

し
て
必
要
な
基
礎
知
識
の
習
得
、
パ

ソ
コ
ン
や
各
種
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
フ
ト

枯
木
又
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
会

手
打
ち
そ
ば
の
会

14
日
㈰
午
前
11
時
〜
（
40
分
間
）
●

会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
●
対
象

＝
会
員
限
定
※
そ
の
場
で
の
入
会
も

で
き
ま
す
（
入
会
金

：

一
家
族
１
、

０
０
０
円
、
会
費

：

年
中
以
上
の
お

子
さ
ん
１
人
に
つ
き
月
額
７
０
０

円
）
●
問
合
せ
＝
お
や
こ
劇
場
事
務

所
（
加
賀
書
院
内
☎
７
５
２
―
２
１

１
４
）

ウ
ェ
ア
の
基
礎
演
習
を
行
い
ま
す
。

３
月
25
日
㈭
に
は
事
前
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
●
期
間
＝
４
月
26
日
㈪

〜
10
月
25
日
㈪
午
前
９
時
10
分
〜
午

後
３
時
50
分
（
６
か
月
間
）
※
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
●
会
場
＝
ス

リ
ー
エ
ス
Ｉ
Ｔ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
（
伊
達
３
）
●
受
講
料
＝
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
（
１
５
、
０
０
０
円

程
度
）
が
別
途
必
要
●
定
員
＝
15
人

●
申
込
み
方
法
＝
管
轄
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
求
職
申
込
み
・
相
談
・
手

続
き
を
行
い
、
問
合
せ
先
に
受
講
申

込
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
●
申
込
み

締
切
り
＝
３
月
31
日
㈬
（
必
着
）
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
〒
９
４
９
―
８

５
２
２
十
日
町
市
伊
達
甲
９
６
０
―

●
期
日
＝
３
月
14
日
㈰
●
競
技
開
始

時
間
＝
幼
児
レ
ー
ス

：

午
前
９
時
40

分
、
１
本
目
競
技

：

午
前
10
時
10
分

●
会
場
＝
下
条
中
峰
ス
キ
ー
場
●
参

加
費
＝
小
学
生
以
上
１
、５
０
０
円
、

幼
児
５
０
０
円
（
Ｔ
バ
ー
リ
フ
ト
代

含
む
）
●
申
込
み
＝
事
前
受
付
は
締

め
切
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
を
希
望

す
る
人
は
当
日
会
場
で
受
付
を
し
て

く
だ
さ
い
（
受
付
時
間

：

午
前
７
時

●
期
日
＝
４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）

●
コ
ー
ス
＝
①
Ａ
コ
ー
ス
50
㎞
（
津

南
町
〜
小
千
谷
市
）
②
Ｂ
コ
ー
ス
42

㎞
（
中
里
〜
小
千
谷
市
）
③
Ｃ
コ
ー

ス
25
㎞
（
川
西
〜
小
千
谷
市
）
④
Ｄ

コ
ー
ス
23
㎞（
津
南
町
〜
十
日
町
市
）

⑤
Ｅ
コ
ー
ス
15
㎞
（
十
日
町
市
内
）

⑥
Ｆ
コ
ー
ス
12
㎞
（
小
千
谷
市
内
）

●
参
加
費
＝
▼
Ａ
〜
Ｄ
コ
ー
ス

：

大

人
２
、
０
０
０
円
（
当
日
２
、
５
０

０
円
）、
中
学
生
以
下
１
、
５
０
０

円
（
当
日
１
、
８
０
０
円
）
▼
Ｅ
・

Ｆ
コ
ー
ス

：

大
人
１
、０
０
０
円（
当

日
１
、
５
０
０
円
）、
中
学
生
以
下

５
０
０
円
（
当
日
８
０
０
円
）
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
４
月
26
日
㈪
午
後

５
時（
郵
送
の
場
合
は
４
月
20
日
㈫
）

ま
で
に
市
総
合
体
育
館
（
☎
７
５
２

―
４
３
７
７
）、
川
西
総
合
体
育
館

（
☎
７
６
８
―
２
１
６
７
）、
中
里
公

民
館
（
☎
７
６
３
―
２
４
９
３
）

十
日
町
商
工
会
議
所

新
入
社
員
実
務
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

　
太
鼓
・
舞
踊
・
ヨ
ガ
な
ど
、
多
彩

な
イ
ン
ド
が
い
っ
ぱ
い
！
イ
ン
ド
人

演
歌
歌
手
チ
ャ
ダ
さ
ん
も
特
別
出
演

す
る
予
定
で
す
。
●
日
時
＝
３
月
27

日
㈯
午
後
３
時
〜
●
会
場
＝
千
手
中

央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
入
場

料
＝
大
人
１
、０
０
０
円
（
当
日
１
、

５
０
０
円
）、
学
生
５
０
０
円
（
当

日
８
０
０
円
）
●
問
合
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
印
交
流
を
盛
り
上
げ
る
会
事

務
局
（
ミ
テ
ィ
ラ
ー
美
術
館
内
☎
７

５
２
―
２
３
９
６
）

30
分
〜
８
時
20
分
）
●
問
合
せ
＝
十

日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
（
ホ
ン
マ
科
学

㈱
内
☎
７
５
７
―
２
４
９
３
）

１
十
日
町
ソ
フ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階

ス
リ
ー
エ
ス
シ
ス
テ
ム
㈱
ス
リ
ー
エ

ス
Ｉ
Ｔ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
基

金
訓
練
係（
☎
７
５
０
―
２
８
７
０
）

十
日
町
お
や
こ
劇
場

人
形
劇

『
か
え
る
く
ん 

か
え
る
く
ん
』

イ
ン
ド
文
化
セ
ン
タ
ー
賞
受
賞
記
念

イ
ン
ド
古
典
音
楽
＆
舞
踊

＆
ヨ
ガ
公
演

グ
レ
ス
テ
ン
カ
ッ
プ

第
42
回
十
日
町
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
・
第
６
回
中
峰
ス
キ
ー
場

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

ス
リ
ー
エ
ス
Ｉ
Ｔ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

基
礎
演
習
コ
ー
ス

受
講
者
募
集

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
音
声
訳
・

編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
県
で
は
、
学
校
や
地
域
活
動
の
場

で
の
食
育
活
動
を
支
援
す
る
「
食
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
対
象
＝
児

童
や
生
徒
、
一
般
住
民
へ
、
無
償
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
個

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
募
集
期
間
＝
３
月
12
日
㈮
〜
26
日

㈮
※
入
居
資
格
な
ど
申
込
み
条
件
の

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
克
雪
維
持
課
建

築
住
宅
係
（
☎
７
５
７
―
９
９
３
５
）

　
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
で
は
、
３

月
23
日
㈫
の
終
日
、
定
期
点
検
の
た

め
公
的
個
人
認
証
申
請
（
電
子
証
明

書
取
得
）が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
●
問
合

せ
＝
市
民
生
活
課
市
民
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
１
６
）
ま
た
は
各
支
所
市

民
課

里
親
に
な
っ
て
も
ら
え
る

人
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
家
庭
で
生

活
で
き
な
い
子
ど
も
を
家
族
の
一
員

と
し
て
温
か
く
迎
え
、
愛
情
を
持
っ

て
養
育
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
南
魚
沼
児

童
相
談
所
（
☎
０
２
５
―
７
７
０
―

２
４
０
０
）

３
月
23
日
㈫
は
公
的
個
人

認
証
申
請
が
で
き
ま
せ
ん

慰
霊
巡
拝
事
業
を
実
施
し
ま
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦
域

で
の
慰
霊
巡
拝
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
●
実
施
戦
域
＝
旧
ソ
連
地
域
、

中
国
東
北
地
区
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ギ
ル
バ
ー
ド
諸
島
、

硫
黄
島
●
実
施
時
期
＝
８
月
下
旬
〜

23
年
３
月
上
旬
●
問
合
せ
＝
県
福
祉

保
健
課
援
護
恩
給
室
（
☎
０
２
５
―

２
８
０
―
５
１
８
０
）

　
十
日
町
朗
読
サ
ー
ク
ル
で
は
、
目

の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、
市
報
を

朗
読
し
て
パ
ソ
コ
ン
に
録
音
し
て
い

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
初
級
程
度
の
技
能

が
あ
り
、
市
報
の
録
音
の
お
手
伝
い

を
す
る
音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

テ
ー
プ
の
録
音
を
Ｃ
Ｄ
に
変
換
す
る

編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
酒
井

（
☎
７
５
７
―
６
９
１
８
）

人
・
法
人
・
団
体
な
ど
（
資
格
は
不

要
）
●
問
合
せ
＝
県
食
品
・
流
通
課

（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
３
０
４
）

㈶新潟県中越大震災復興基金
からのお知らせ

　被災者生活支援対策（地域コミュニティ再建）の「集

落等復興支援」は、事業期間が平成23年度（24年２月末）

までですが、22・23年度分の申請をまとめて受け付ける

ことになりました。申請を予定している集落は、４月９日

㈮までに申請書を市窓口へ提出してください。

　詳しくは、㈶新潟県中越大震災復興基金ホームページ

（http://www.chuetsu-fukkoukikin.jp/index.html） で

確認してください。

■申請・問合せ

　総合政策課自治振興係　☎757-3193

　または各支所地域振興課

※４月１日以降の市窓口は、行政組織の改正に伴い、部　

　署名が変更となる予定です。

地域 物　　　件 間 取 り 家 賃（月） 募集戸数

十
日
町

黒沢
県営住宅

昭和46年度建築
簡易耐火造２階建

６帖１室、
３帖１室、DK

8,900円　
〜13,200円

１戸
※単身入居可

川
　
西

みのり
団地

平成10年度建築
木造高床３階建

６帖３室、LDK 50,000円 １戸

松
　
代

善宗塚
住宅

昭和52年度建築
簡易耐火造３階建

６帖１室、
4.5帖２室、DK

12,000円　
〜17,900円

１戸

中通住宅
平成６年度建築
木造高床３階建

10帖１室、
６帖１室、LDK

18,900円
〜28,200円

１戸

寄付ありがとう ２月25日届出分まで（敬称略）

●とおかまち応援寄附金へ＝森口敬造（津南町）石田憲
一郎（新潟市）中井雅彦（東京都世田谷区）谷岡拡（東
京都新宿区）布施順（埼玉県さいたま市）奥山茂智（山
形県寒河江市）山本珠子（千葉県市川市）

●情報館へ＝松尾社遷座百年祭実行委員会（高島２）富
士見市立水子貝塚資料館（埼玉県富士見市）㈶日本学
術協力財団（東京都港区）

●博物館へ＝滝沢正晴（本町７−２）

(五) (石)

▼
３
月
13
日
㈯
、
雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
な
か

さ
と
が
清
津
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
雪
も
ど
っ
さ
り
、
き
っ
と
晴
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で
も

あ
る
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
。
キ
ャ
ン
ド
ル

の
並
べ
方
で
す
が
、
実
は
毎
年
違
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
で
一
番
き
れ
い
に
見
え
る
並
べ

方
を
考
え
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
扇
状
や

ウ
ェ
ー
ブ
状
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
今

年
は
ど
ん
な
並
べ
方
に
す
る
の
か
は
当
日

の
お
楽
し
み
。
事
前
カ
ッ
プ
作
り
か
ら
始

ま
り
、
当
日
の
設
置
作
業
、
そ
し
て
点
灯
。

カ
ー
ニ
バ
ル
は
大
勢
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

あ
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン

ド
ル
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
頑
張
っ
て
準
備

を
し
て
、
一
つ
一
つ
に
明
か
り
を
つ
け
、

ふ
と
振
り
返
っ
た
瞬
間
で
す
。
自
分
の
後

ろ
に
で
き
た
優
し
い
明
か
り
の
道
に
本
当

に
感
動
し
ま
す
。
偶
然
こ
の
記
事
を
ご
覧

▼
雪
で
作
ら
れ
た
日
本
庭
園
を
し
と
や
か

に
歩
く
着
物
の
女
性
。
寒
さ
を
感
じ
さ
せ

な
い
優
雅
な
姿
と
は
対
称
的
に
、
見
る
か

ら
に
寒
く
な
さ
そ
う
な
自
分
。
十
日
町
雪

ま
つ
り
の
取
材
も
早
３
回
目
、
念
を
入
れ

て
防
寒
す
る
大
切
さ
が
身
に
し
み
て
い
る

か
ら
こ
そ
の
格
好
で
し
た
が
、
上
品
な
着

物
姿
は
や
っ
ぱ
り
す
て
き
。
ち
ょ
っ
と
う

ら
や
ま
し
く
な
り
ま
し
た
。

▼
雪
の
日
が
減
り
、
雨
や
晴
れ
の
日
が
増

え
ま
し
た
。
市
内
各
地
域
で
次
々
に
開
催

さ
れ
て
い
る
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ

る
と
、
春
の
気
配
が
途
端
に
強
ま
り
ま
す
。

桜
の
開
花
予
想
も
そ
ろ
そ
ろ
話
題
に
上
が

る
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
春
は
、
な
ん
と
な

く
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

に
な
っ
た
人
、
カ
ー

ニ
バ
ル
に
来
ま
せ
ん

か
。
会
場
で
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

く
な
る
季
節
。
う
ら

や
ま
し
が
っ
て
ば
か

り
い
な
い
で
、
着
付

け
を
習
っ
て
み
よ
う

か
な
。
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お知らせ・ガイド
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



野
球
を
や
っ
て
い
る
け
ど
、
冬

は
野
球
が
で
き
な
い
の
で
、
家
で
素

振
り
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
一
生

懸
命
な
表
情
が
う
ま
く
で
き
ま
し

た
。
早
く
野
球
が
や
り
た
い
で
す
。

瀧
澤
　
遼
り
�
う

さ
ん
（
５
年
）

がんばった素振り

紙
し
ば
い
を
み
て
い
た
ら
、
お

に
が
で
て
き
た
と
こ
ろ
を
つ
く
り

ま
し
た
。
豆
や
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
投

げ
た
ら
、
紙
し
ば
い
の
な
か
に
戻

り
ま
し
た
。

春
日
天た

け

と翔
さ
ん
（
２
年
）

　紙しばいおに

　　　「おにが出たあ」

自
分
で
考
え
た
、
空
飛
ぶ
ド
ラ

ゴ
ン
を
作
り
ま
し
た
。
算
数
で
習

っ
た
三
角
形
を
使
っ
て
、
作
り
ま

し
た
。
ド
ラ
ゴ
ン
の
羽
が
動
い
て

い
る
よ
う
に
よ
く
で
き
ま
し
た
。

高
橋
太た
い

陽よ
う

さ
ん
（
３
年
）

天空ドラゴン

学
習
発
表
会
で
、
ル
パ
ン
三
世

の
テ
ー
マ
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

む
ず
か
し
い
曲
だ
っ
た
け
ど
、
う

ま
く
で
き
ま
し
た
。
鍵
盤
の
白
い

と
こ
ろ
が
よ
く
で
き
ま
し
た
。

髙
橋
芽め

生い

さ
ん
（
６
年
）

学習発表会

　
こ
ん
な
よ
う
ふ
く

　
　
　
　
　
　
ほ
し
い
な

佐野さくらさん（１年）
ようふくがすきなので、じぶんできてみたいようふくをかみをはってつくりました。ようふくのもようがうまくできました。

■ 人　口  60,591人（－71） 男  29,676人（－26）  女  30,915人（－45）
■ 世帯数  20,024世帯（＋４） ２月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

57

千
手
小
学
校

　
芸
術
の
冬

雪のけっしょうを、かみをいちま
いいちまいはさみできってつくりま
した。アルミカップもつかっていろ
いろな色をつくりました。

星名那
な

美
み

さん（４年）
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